
 

 

 

 

 

 

 

 リガク配向度分布ソフトウエアとＣＴＲ配向関数（FiberSimpleOrientation） 

 

 

 

 

 Polypropyleneでシュミーレーションによる極点データを作成して 

 リガク配向分布ソフトウエアと FiberSimpleOrientation ソフトウエアの比較を 

 行ってみました。 

 

 データはＥｕｌｅｒ角度の広がり半価幅 10degで VolumeFraction４０％ 

 のｆｃを比較 

 

   

 

 測定時、測定間隔を０．５度とすれば、ほぼ同一結果が得られます。 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

   MeasureData¥Polypropylenの１軸配向¥ODFと配向関数¥100-fiber 
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概要 

 Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの１軸配向に関して、配向分布関数計算を比較してみます。 

  FiberSimpleOrientation ソフトウエアは、同一試料でも、測定間隔による評価値の違いを 

  少なくするために、データの内挿が行われていますが、リガク配向度分布ソフトウエアは 

  加工せずに計算が行われています。 

  この違いを、１度間隔と５度間隔のテストデータで比較してみます。 

 

比較データ 

 １度間隔データ 

  

 ５度間隔データ 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

ＦｉｂｅｒＳｉｍｐｌｅＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎによる１度と５度の比較 

１度間隔データ 

  

５度間隔データ 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

リガク配向分布による１度と５度の比較 

１度間隔 

 

５度間隔 

 


